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 計測制御分野で最新のシステムを提供する    ハビリス納入事例紹介 

原子力発電所燃料棒温度監視システム 

本システムは、ＭＯＸ燃料（ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料）を採用した原子炉の燃料棒温度を監視

している例であり、「ウエーブリサーチャー」のグラフィック画面表示機能を一部機能追加して使用しており

ます。 

従来から使用している制御システムを補完する目的で設置されました。 

 
(1)システム概要 

制御装置 

ＭＸ１００で炉心の燃料棒の温

度をリアルタイムに計測し、ア

ラーム監視を行ないます。 

横河電機製ＭＸ１００ 
ﾃﾞｰﾀｱｸｲｼﾞｼｮﾝｼｽﾃﾑ 

炉心：燃料棒 

セグメント表示している燃料棒

部分にタッチすると個別トレン

ドグラフ表示ができます。 
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「システムの概要」 

 
(1)当システムは、ＭＯＸ燃料（ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料：ウラン２３８にプルトニウムを 4~9%

含む）に置き換えた原子力発電所の燃料棒温度を監視する目的で使用されております。 

 「ウエーブリサーチャー」は発売以来、信頼性の高い横河電機㈱製のデータアクイジション機器と組み合

わせたシステムは原子力関連の施設で数多く使用されております。 

 
(2)主な処理内容と「ウエーブリサーチャー」の改造点について 

①燃料棒ごとの温度データの収集、アラーム監視を行なう。 

数百点の温度データを高速に収集できる「ＭＸ１００」により、燃料棒ごとの温度データを収集し、リ

アルタイムに温度分布を表示します。温度異常が発生した場合には、その燃料棒セグメント部分を赤表

示するとともに、ＭＸ１００の外部接点を制御してパトライトを点灯させます。 

  
②タッチパネル付きＴＦＴを採用しているので、燃料棒セグメント部分をタッチすれば簡単にその部分の

個別トレンドグラフ表示に切り替えられ、使いやすい。 

 
③後処理解析 

計測データを再表示し、温度データの解析が可能です。個別の燃料棒ごとにトレンドグラフ上でライン

カーソルを移動させ、任意の点の測定値を表示できます。また、「ウエーブリサーチャー」の基本機能に

ある演算機能を使用して、平均値（ＭＡＸ、ＭＩＮ、ＡＶＧ）を算出することも可能です。 

 

  

②基礎研究データ収集用から製造設備の監視等、多くの実績があり安

心して使用できる。 
③操作が簡単でマニアルなしでだれでも使用できる点が好評です。 

メリット： 
①このように一部の機能追加を行なっても安価で短期間で納入可能。 

「ウエーブリサーチャー」採用の 
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